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九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（K-RIP）
統括クラスター・マネージャー

九州各地で活動している環境やパートナーシップに

関わるキーパーソンへのインタビューをお届けします。

飯塚 誠 氏

関連リンク
●K-RIP
　 http://www.k-rip.gr.jp/

●産業クラスター大学
　http://www.k-rip.gr.jp/catalog/pdf/090917report.pdf

●GEIC（地球環境パートナーシッププラザ）　
　http : / /www.ge ic .o r . jp /ge ic /

●A SEED JAPAN
　 http://www.aseed.org/

巻頭インタビュー　つながりを活かした環境イノベーションを九州から

今の活動・お仕事につながったきっかけは何でしょうか？

　環境活動の原点は、学生時代にA SEED JAPANに関わっていたこ

とですね。コンサート会場でのリサイクル活動の立ち上げに関わっ

ていました。

　ちょうどリオでの地球サミット開催の頃だったのですが、若者の

関わりやリーダーシップの大切さについて盛んに言われていました。

また、アメリカのNPO（セクター）はファンドレーションも含めて

進んでいる事を15年前に目の当たりにしました。

　そうした経験から、こうしたセクターが日本にももっと必要だろ

うと思いました。特に日本では無償のボランティアの感覚が強く、

そうした活動をするプレイヤーに対価が発生するしくみやプラット

フォームがないため、しくみが必要だと感じていました。そうした

しくみがあることで、そこをバネにステークホルダーを巻き込んで

行くことが可能になると考えていました。

　また学生当時は、GEIC（地球環境パートナーシッププラザ）で

アルバイト活動をしていて、それも私の一つの原点になっています。

そうした経験が今につながるきっかけと言えます。その後、ビジネ

スの手法を学ぶことを含めて、鉄鋼系の企業に就職しましたが、そ

うした組織や団体との出会いには運命的な人とのつながりがいつも

ありました。それは現在にもつながっています。

　そして、9年間のサラリーマン生活を終えて、個人事業主として独

立を決意し、私の関心事として、環境、ソーシャル・アントレプレ

ナー（社会的起業）、イノベーションという軸をもっていたのですが、

九州経済産業局のキーパーソンを紹介され、九州での活動づくりの

一つとしてK-RIPを紹介されました。ちょうど3年前（平成19年）の

ことです。

K-RIPでの取組みの中で、飯塚さんにとってのブレイ
クスルーはどんなことがありましたか？

　3年間取組む中で、それぞれの年にブレイクスルーがありました。

1年目は九州環境クラスター大学を復活させ開催したことです。若

手を中心に5年、10年のスパンで人材育成を図って行きたいとい

う意識があり、鹿児島の桜島で開催したことが大きかったですね。

新しいプレイヤーの発掘やコアな企業とのつながりづくりになり

ました。

　そして、昨年からK-RIPの麻生会長のリーダーシップとして「from

九州」によるアジアとの関係づくりを進めています。基本的には九

州のイノベーションや技術をパブリックなプラットフォームとして

のK-RIPが中国へと持ち込んで行くことを目指していたのですが、

K-RIPに来てからの２年目の取組みとして、なかなか相手方との信

頼関係づくりが難しかった。しんどい場面もたくさんあった年でし

た。それはビジネスの関係ではなく、お互いのパブリックなプラッ

トフォーム同士の信頼関係づくりの難しさでした。

　3年目は、昨年の反省もふまえ九州の企業が持っている知的財産

の保護や、現地の法制度等の情報のオープン化、現地化するための

そして、パートナーづくりを目指しているということを双方のプラ

ットフォームがしっかりと理解することが必要だったのですが、そ

うした関係づくりに向けて、頻繁に中国に通うようになり、2ヵ月

に一度、１週間や２週間と現地に行き、本音での付き合いを作って

行く事ができてはじめてプロジェクトが進みだしました。これは全

国的に見ても、先駆的な取組だと思っておりますし、環境とアジア

のテーマで取組んでいる九州らしい取組みと言えます。

　これが2年目、3年目に続いているブレイクスルーですね。

尊敬している人、カリスマはどなたですか？

　K-RIPは主に企業会員による組織ですが、いま470会員ぐらいいま

す。ただ構成は変化していて、当初のリサイクル関係から省エネ関

係へと多様化しています。そのK-RIPの麻生会長は、リーダーとして、

先頭に立ってアジア戦略を打ち出し、関係者を巻き込んで行った原

動力、中間支援者としてプロジェクトを進める牽引役として私の中

で大きな存在になっています。

　中間支援組織には、良い意味でのカリスマや親分が必要だといえ

ます。つながりづくりをする中間支援やプラットフォームが役割を

発揮するには、何らかの方向性を与える支援者としてのリーダーの

役割が必要だと思います。

　新しい出会いやつながりづくりができたとき、あなたに会えて良

かったと言われる瞬間がすごくうれしいですね。つなぐことの意味

や役割が、相手から感謝されることで実感でき、コーディネーター

冥利に尽きます。

今後の企業とNPOの関係について、どのようにお考え
ですか？

　企業活動の一環として地域とのつながりを作って行く時、企業自

らがNPOの経営に関わって行くという姿もあると思います。本業の

利益をNPOをとおして還元したり、地域とのつながりづくりをする、

継続的なしくみとして本腰を入れていく。

　また地域のNPOで雇用を作りながら、地域をまきこんでいく、

そういうコアな役割を担う人材が生活できるしくみが必要だと思い

ます。

　企業・NPOにかかわらずイノベーションは継続あってのものです。

事業体として持続可能な存在であることがまずは大切だと思います。

繋げよう九州！広げよう  EPOの輪!繋げよう九州！広げよう  EPOの輪!
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　人のつながりと環境に配慮した「すまいとコミュニティ」の在り方

についての事例を聞き、持続可能な地域づくりについて考え、参加者

間のネットワーク化を図るための講座として企画しました。

　建築や住宅関連の関係者の方々、子育て真っ只中の若い世代の方々、

コミュニティづくりに関心の高い元気世代の方々まで、住まいのつく

り手と住まい手双方からの参加が大きな成果となりました。平田さん

の著書購入がきっかけで、遠方から駆け付けて下さった方もいました。

　第2部では、事前に配布したポストイットで参加者からの質問を募り、

エコアパートでの家賃設定や運営

の工夫、畑作りに関しての農家な

どの関わりなど両氏の発表への具

体的な質問や提案内容から、自身

の活動で実践してみたいという参

加者の意欲が感じられました。

　第 1 部は、「信頼される NPO の７つの条件」という資料が配布され、

講師の古賀桃子氏から「この資料は、全国の NPO 支援組織のスタッフが、

『NPO ならばこうあって欲しい』と思い描いた姿が簡潔にまとめられて

います。組織を見直すにあたって必ずや役に立つもの」と紹介されました。

　続く約 2 時間は、「信頼される NPO の 7 つの条件」の一部をワークシ

ートの作業を通して検討する、組織基盤強化に向けた組織の現状と課

題の " 見える化 " のワークショップでした。まず、各自で組織が抱える

課題ベスト 3 を書き出し、その多様な悩みをテーマごとに切り分けなが

ら各論へ進み、最後に全員が作成したワークシートを机に広げて閲覧

タイム。参加者相互にワークシートの内容に対する感想やヒントを書

いて貼って回ります。参加者全員のアドバイスが貼りついたワークシ

ートは貴重なお土産となりました。

　第 2 部は Panasonic NPO サポート

ファンドによる「組織基盤強化に対

する助成」について、団体の活動を

支える基盤、つまり人材や資金調達

力などを強化するための取り組みを

支援するという趣旨が説明されました。

開催日時：2009.4.25（土）15:00 ～ 17:30

講演 1「畑がついているエコアパートをつくろう」

講演 2「エコハウスでコミュニティをつくろう」

平田  裕之氏（地球環境パートナーシッププラザ）

松下  修氏（NPO 法人パーマカルチャーネットワーク九州）

開催日時：2009.6.20（土）13:00 ～ 17: 30

古賀  桃子氏（NPO 法人ふくおか NPO センター 代表）

　はじめに、福岡県でご活躍の野中重之氏から竹の特性と竹林の利活用について、

その深い学識とたくさんのご経験をふまえてお話しをいただきました。竹林を伐

採して樹林に戻すために研究を始めたが、竹の持つたくさんの用途と魅力に気づ

かされた、人間の手で管理すると大変有用な植物である、放置すれば厄介者だが

利活用すれば宝の山であるとのこと。

　次に、おおむた環境ネットワークの若松忠一氏から福岡県で開催されている竹

林サミットについての紹介がありました。竹林サミットは福岡県の竹林整備事業

により公募型事業として開始され、第1回は北九州市で開催され、第2回は大牟田

市で開催されました。11の活動事例発表や交流会、竹林オーナー制度の現場や竹

チップボイラーなど5か所の現地見学会、バンブーオーケストラの演奏など多彩な

催しが紹介されました。

　最後に、熊本県御船町の竹資源の有効

利活用を目指す「御船町バイオマスタウ

ン構想」が紹介されました。タケノコ、

竹炭、割り箸などの製造工場が廃業して、

竹林の荒廃が進んだため、御船町竹振興

会が設立され行政と一体となった竹資源

利用拡大が図られているとのことでした。

　フードマイレージは輸入農産物の輸送による環境負荷を数値化し、なるべく 

近くのものを食べ、環境への負荷を軽くしようという運動です。

　第1部で古閑元子氏からフードマイレージの説明とフードマイレージ実践講座

1期生の活動報告が行われました。我が国の食料輸入に伴うCO2排出量は170 0万

トンに上ります。これは国民一人当たり年間約130kgにあたり、毎日1時間テレ

ビ視聴を短縮して11年間に相当するそうです。また活動は、定期的な学習会のほ

かにアースウィークくまもと2009にポスターを掲示して参加されたそうです。

　第2部は中田哲也氏から、はじめにフードマイレージ実践講座の開催目的と

経過が紹介され、私たちの食の激変とそれによる健康や社会への影響が説明

されました。フードマイレージの計算方法、地産地消のメリットなどについ

ての説明の後、グループワークを指導されました。グループワークでは晩御

飯の献立を選びフードマイレージの計

算結果を発表するというものです。洋

食より和食のほうが数十倍もマイレー

ジが低く、日本型食生活の実践が大変

重要であることが再確認されました。

その後、実践講座の修了式が和やかな

雰囲気の中で取り行われました。

開催日時：2009.８.21（金）15:00 ～ 17:30
講演 1「竹の特性と竹林の利活用」
　　　野中  重之氏（竹林利活用アドバイザー）
講演 2「福岡県竹林サミットについて」
　　　若松  忠一氏（おおむた環境ネットワーク）
講演 3「御船町バイオマスタウン構想」
　　　島田  誠也氏（熊本県御船町企画財政課）

第 1 部  活動報告「フードマイレージプランナー育成について」
　　　　古閑  元子氏（フードマイレージプランナーアソシエート）

第 2 部  公開講座「フードマイレージプランナー養成講座」
　　　　中田  哲也氏（北陸農政局企画調整室長）

食からはじめる温暖化防止  フードマイレージ第9回

開催日時：2009.10.3（土）14:00 ～ 17:00

第7回 組織基盤強化ワークショップ＆
Panasonic NPOサポートファンド公募説明会

第8回 あなたの「ふる里」がよみがえる  賢い竹林活用術

　2009年4月、6月、8月、10月に環境教養講座を開催しました。EPO九州では、これまで環境
ミニセミナーと銘打ち、環境とパートナーシップをテーマに一般の方も参加できるセミナーを熊本
市国際交流会館2Fの交流ラウンジで第1回から5回まで開催してきました。第6回から「持続可能
な地域づくりのために」とテーマを広く設定し環境教養講座と改称して開催しています。

エコな「すまいとコミュニティ」のつくりかた第6回



環境政策セミナー開催報告環境政策セミナー開催報告環境政策セミナー開催報告環境政策セミナー開催報告

  EPO 九州では、環境省の取組む環境政策の発信と対話の場づくりを目指して、環境政策セミナーを

毎年開催しています。2009 年 6 月には、福岡にてエコ・アクション・ポイントを題材に開催しました。
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　環境省が家庭部門の温室効果ガス削減のために国民一人ひとりの取り組みを促す観点から実施して
いる「エコ・アクション・ポイント（EAP）」事業について紹介しました。また、当事業に取り組み事
業者ならびに関心の高い関係者（企業、NPO）を中心に、市民、行政、各セクターの方々を参集して
意見交換を実施し、エコ・アクション・ポイント利用を通した地球温暖化防止活動の推進に努めると
ともに環境パートナーシップの必要性について認識を深めることも目的として開催しました。

　九州地方環境事務所の地方環境対策調査官 野本氏より、環境省のエコ・

アクション・ポイント（以下、EAP）事業について、事業実施の背景と

なる家庭部門での温室効果ガス排出量増加の推移や事業スキームの紹介

がなされた。また、平成 21 年度より行われているエコポイント事業との

違いについても説明がなされ、平成20 年度のモデル事業の実績もふまえて、

今年度全国で展開されているモデル事業について概要説明が行われた。

　株式会社 FFG ビジネスコンサルティングの酒口氏より、EAP 事業にポイ

ント付与事業者として参加するメリット、また参加の経済的な条件などに

ついて資料をもとに発表いただいた。全国で先行して行われているポイン

ト発行の具体的な事例紹介もあり、EAP 活用例の提案がなされた。今後、

環境関連の法整備の進展によって各セクター間のパートナーシップによる

環境ビジネスが大きく発展する可能性についても触れられ、地球温暖化防

止活動のツールとして EAP 事業が有効であることの紹介が行われた。

「環境省エコ・アクション・ポイント事業について」

「エコ・アクション・ポイントの企業さま向け活用術」

事業名

開催日時

会場

主催

協力

後援

実施主体 九州環境パートナーシップオフィス（EPO九州）

EPO九州　環境政策セミナー2009 in 福岡
環境省発「エコ」で貯まる お得なポイントプログラム
エコ・アクション・ポイント 活用セミナー

アスクビル1 F（〒812-0013福岡市博多区博多駅東16-25）

平成21年　6月22日　15:00～17:00

環境省　九州地方環境事務所

福岡県　福岡市

cross fm

環境省エコ・アクション・ポイント事業に
ついて説明

エコ・アクション・ポイントの企業さま
向け活用術について説明

それぞれの報告の後、質疑応答が行われた。

参加者数

プログラム

40名

環境省エコ・アクション・ポイント事業について
（九州地方環境事務所）

「エコ・アクション・ポイントの企業さま向け活用術」
〈 （株）FFGビジネスコンサルティング  ビジネスコンサルティング 部 〉
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　エコ・アクション・ポイント事業が始まって早１年、九州地区では「スペースワールド」「福岡銀行」「熊

本ファミリー銀行」「親和銀行」「九州電力福岡支店」「新出光」「飛鳥会館」「フクイン社」「デコレ」の

9社（導入順）様がご参加されております。"環境"という切り口で、かつ自社の商品やサービスの販売促進のツ

ールとして、幅広い業界の方にご参加いただけるのが、このエコ・アクション・ポイントの特徴です。各参加

企業のご担当者は、非常に環境にご熱心な方ばかりで、情報交換など業界横断的なご連携も図れるのではない

かとも思っております。

　もしご興味のある企業様がいらっしゃいましたら、お気軽にFFGビジネスコンサルティングまでお尋ねくだ

さい。

お問い合わせ  TEL : 092- 482-7450お問い合わせ  TEL : 092- 482-7450

　㈰ハ イ ブ リ ッ ド カ ー で ご 来 園 、㈪園 内 で

MOTTAINAIグッズをご購入、㈫園内レストラン

カフェ「地球倶楽部（アースクラブ）」で使い捨

てカップではなく陶器カップのご利用のいずれか

に該当される方にエコ・アクション・ポイント50P

を進呈しています。

　デコレが指定する環境イベントにてエコ・アク

ション・ポイントを進呈しています。

デコレ

　太陽光発電システム設備住宅をご購入し、かつ

各銀行の住宅ローンをお借入れいただいた方にエコ・

アクション・ポイント3,000 Pを進呈しています。

詳しくはお近くのローンセンター・ローンプラザ

へお尋ねください。 

　雨の日に傘用ビニール袋を使用しない、雨の滴

を取る機器「すいとるクリーン」をご購入いただ

くと、1,000Ｐを進呈しています。

福岡銀行・熊本ファミリー銀行・親和銀行 ￥

フクイン社

　九州電力福岡支店が指定する「省エネ環境イベ

ント」にご来場いただいた方へエコ・アクション・

ポイントを進呈しています。

九州電力　福岡支店

お問い合わせ  TEL : 0120-89-9933お問い合わせ  TEL : 0120-89-9933

スペースワールド

　太陽光発電システムを購入すると1 kwあたり

エコ・アクション・ポイント10,000Ｐ（最大

50,000ポイント）を進呈しています。

新出光（イデックス）

ホームページ　http://www.taiyoukou-ohitamago.com/

TEL : 0949-24-8832　　FAX: 0949-28-3774TEL : 0949-24-8832　　FAX: 0949-28-3774

お問い合わせ  TEL:093-672-3600お問い合わせ  TEL:093-672-3600
ホームページ　www.spacewor ld .co. jp

FFGビジネスコンサルティング×JCB

お問い合わせ  TEL:092-723-2244

　地球温暖化に配慮した飛鳥会館の"エコ葬儀"にお

申込いただいた方にエコ・アクション・ポイント

を進呈しています。

【エコフィン　ノア（紙製の棺）…8,000 P、

    ハイブリッド霊柩車…2,000Ｐ】

飛鳥会館

ホームページ　http://www.asukakaikan.com

お問い合わせ  TEL : 092-553-6000お問い合わせ  TEL : 092-553-6000

平成22年 1月現在の情報です平成22年 1月現在の情報です
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九州各県からの活動レポート
わたしたち熊本で活動しています!

　くまもと温暖化対策センターは、これまで様々な地球

温暖化防止活動を行ってきた個人や団体・学校・地域・

企業・行政が手をつないで、それぞれの積み重ねてきた

知識・経験・ネットワークを活かす場を提供しています。

　また、熊本県から「熊本県地球温暖化防止活動推進

センター」の指定を受けています。

　活動としては、温暖化防止に向けて熊本県民が身近

なところから実践できるように、地球温暖化防止活動

推進員・熊本県・熊本市、各事業者・環境団体等と協働

して、小・中学生向けの環境教育（エコノート）や「総

ぐるみくまもと環境フェア」、ライトダウン等、地域に

根ざした普及啓発活動を推進しています。

　水俣を訪れる修学旅行生・環境視察の受入れコーディ

ネートのしくみづくりを目的に設立されたのが当団体

です。

　水俣の素晴らしさ、水俣病の教訓を、体験学習や地

域の人々とのふれ合いをとおして伝えるプログラムを

発信しています。

　九州の環境学習のメッカとして、環境モデル都市なら

ではのおもてなしを目指しています。

　そして、県境をまたいだ隣町の出水市にも事務所を

構え、地域のネットワークを活かした教育旅行の誘致と

交流の促進を図ります。

　どうぞ、持続可能な地域づくりがまるごとつまった水

俣へお越しください。

　環境ネットワークくまもと（かんくま）は、熊本県内で様々な環境問題

に取り組む個人・団体をゆるやかにつなぐネットワークとして、1994年

10月に発足いたしました。以後、環境に関する調査や研究、講演会や参加

体験型の学習会の開催などを通じて、幅広い市民への環境啓発活動を進め

ています。さらには、「地下水涵養プロジェクト」、「屋上緑化プロジェクト」

の実施や「環境首都コンテスト」の開催など、企業・行政とのパートナーシ

ップを築きながら環境問題の解決にも取り組んでいます。2008年 4月に

はNPO法人格を取得し、新たなスタートをきったところです。今後も様々

な活動を展開し、持続可能な農的暮らしと健康な地域社会の実現、そのプ

ロセスへの市民参画の確立を目指して頑張ります。
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特定非営利活動法人くまもと温暖化対策センター特定非営利活動法人くまもと温暖化対策センター NPO法人水俣教育旅行プランニングNPO法人水俣教育旅行プランニング

NPO法人環境ネットワークくまもとNPO法人環境ネットワークくまもと

URL:http://www.kuma-ontai.jp/ http://www.mkplan.org/

ここでは、九州各地で活動している環境 NPO を県ごとにご紹介していきます。
今回は熊本県。火の国 熊本地域に根差した活動をご紹介します。

くまもと温暖化対策センターの役割

http://www.kankuma.jp/

気づく場気づく場気づく場

地球温暖化防止に

向けての情報提供・

啓発・広報活動

つなぐ場つなぐ場つなぐ場
個人・団体・企業・行政

行政をつないだ地球温暖化

防止に向けて活動 支える場支える場支える場

環境保全活動をする

人を支援（相談・照会

・講師派遣など）

深める場深める場深める場

温室効果ガス排出

実態などの調査・研究

交わる場交わる場交わる場
地球温暖化防止活動

推進員や環境保全活動

をする人の交流の場



　環境省が取り組む様々な環境政策について、

情報を取り寄せることができます。

　温暖化や生物多様性など学校での授業に使っ

てみたい、企業内での研修資料として活用した

いなど、使い方はアイディア次第です。

（ご希望の資料がない場合もございます。あらか

じめご了承ください。）
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 環境活動情報は、EPO九州の活動源です。環境

に関する企業や団体の情報、イベント案内やパ

ンフレット、活動レポートなどを受け付けてお

ります。EPO九州での掲示やホームページに掲

載し発信いたします。多くの皆様からの情報を

お待ちしております。

九州の環境活動団体の情報が集まっています 活動情報をお寄せください

● EPO 九州には環境活動団体のみなさんが

　セミナーやミーティングで使えるフリースペー

　スがあります。

●事前に利用をお申し込みいただければ貸切

　利用も可能です。

●テーブル4台、椅子18脚ございます。その他、 

　プロジェクター、

　スクリーン、DVD

　再生機などの機材

　を室内にてご利

　用いただけます。

フリースペースが使えます

「再生紙を使ったまちづくりフリー
ペーパーを作りたいのですが？」

EPO 九州活動相談のひとこま

「自治体によっては活動をサポー
トしているようです。ご紹介しまし
ょう。」

「先進地域に古紙回収と情報発信
を組み合わせた事例があります。
全国のEPOに先進事例を問い合わせ
ることも可能です。」

「実際に企業と連携して活動して
いる団体もあるようです。情報交換
してみてはどうでしょうか？」

　EPO九州では、メールマガジンを発行してい

ます。EPO九州の主催プログラムや九州地方環

境事務所の取組についてご案内いたします。

　ご登録を希望される方は、

info@epo-kyushu. jp までメールマガジン

登録希望のメールをお送りいただくか、ホーム

ページよりご登録ください。

メールマガジンを発行しています

環境省の政策を知りたい

　九州内で活動する様々な環境活動団体の情報

がEPO九州にはあります。

　団体の活動相談はもとより、団体と連携した

取組みを考えている企業や行政のみなさんから

のご相談もお待

ちしております。

EPO 九州では環境パートナーシップ促進のため、様々な活動をしています。環境 NPO はもとより、
企業・行政のみなさまからのご相談もお待ちしております。是非、お問い合わせください。

使ってみよう！ EPO九州使ってみよう！ EPO九州



お待ちしています

銀座通り

西辛島町

●

●

上
通
り

下
通
り

通
町
筋

市役所

辛島町

熊本城前

市役所前熊本城

●

●

花畑
公園
花畑
公園

EPO九州
熊本市国際交流会館2階

交通
センター

市民会館

九州環境パートナーシップオフィス（EPO九州）
｠
〒 860-0806　熊本市花畑町4-8 熊本市国際交流会館 2F

　　    096-312-1884　　　 096-312-1894
　　　　info@epo-kyushu.jp

　　　　http://epo-kyushu.jp

　　　　10：00 ～ 19：00
休業日 / 第 2・第 4 月曜日（祝日の場合、翌火曜日）、年末年始。

　　　　（ただし臨時休業する場合があります。）

 TEL  FAX

E-mail

 URL 

業務時間

九州地方環境事務所からのお知らせ九州地方環境事務所からのお知らせ

編集後記編集後記

　EPO九州が開設されて丸2年が経ちました。九州・沖縄の多様な自然環境

を反映するように、多様な活動や団体を生み出しています。それは、九州の

「人」の多様性がなせる技かもしれません。

　2010年は生物多様性がキーワードですが、まずは人の多様性をしっかりと

EPO九州からも発信していきたいと思います。

ミーティングなどにフリースペース
をご利用いただけます。

● 食品リサイクル法に基づく定期報告が求められます（廃棄物・リサイクル対策課096-214-0328）
　平成19年の法律の改正により、食品廃棄物等の発生量が一定規模（100 t /年）以上の食品関連事業者（多量発生事業者）

に対し、食品廃棄物等の発生量及び再生利用等の状況に関する定期の報告が義務付けられました。これは食品の売れ残りや

食べ残し、又は食品の製造過程において大量に発生している食品廃棄物について、発生抑制と減量化により最終的に処分さ

れる量を減少させるとともに、食品循環資源の再生利用等を促進するためです。

● 2008年度温室効果ガス排出量の速報値が発表されました！（環境対策課096-214-0332）
　2008年度の温室効果ガスの排出量（速報値）は、12億8,600万トンでした。これは、京都議定書による基準年の総排出量と

比べると1.9%増加となっています。前年度の総排出量と比べると6.2%減少していますが、この原因としては、金融危機の影響

による年度後半の急激な景気後退に伴う、産業部門をはじめとする各部門のエネルギー需要の減少などが挙げられます。今後、

景気の回復に伴い排出量が増加することが考えられ、京都議定書の目標（基準年比マイナス6%）を達成するためには、気を

緩めることなく取組を続けることが必要です。今一度ライフスタイルを見直し、エネルギーの無駄を減らしていきましょう。

● 国立公園で季節を感じよう（国立公園・保全整備課096-214-0336）
　国立公園の四季折々の自然を楽しんでいただくために、自然ふれあい行事を実施しております。2月27日（土）には、南阿蘇

ビジターセンターにおいて「早春の野草園を歩こう～ミチノクフクジュソウ観察会～」の開催を予定しています。行事の詳細、

参加申込方法については九州管内の国立公園のHP（http://kyushu.env.go.jp/park.html）からご覧いただけます。

●「生物多様性EXPO2010」を開催します（野生生物課096-214-0339）
　2010年は国連が定める「国際生物多様性年」であるとともに、生物多様性の「2010年目標の年」でもあるなど、生物多様性

にとって重要な節目の年になります。

　2月26日（金）～ 28日（日）の 間、福岡市のマリンメッセ福岡において生物多様性をテーマにした総合展示会「生物多様性 

E X P O 2010」を開催します。生物多様性に配慮した商品（製品）やサービス、取組状況などをご覧いただける絶好の機会と

なりますので、是非お越し下さい。


